
                     

                     

麺類や丼ものがお値打ち

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

小
幡
緑
地
東
園
の
芝
生
広
場
で

�日から
月 １ 回

ち
ょ
っ
と
い
い
お
話
会
参
加
者
募
集

�
日

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
室
で

Ｇ
Ｗ
は
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
へ
�

「フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ
２
０
１
９
」

入
場
券
は
中
日
新
聞
販
売
店
で
発
売
中

ゴ
ジ
ラ
・ウ
ィ
ー
ク
ナ
ゴ
ヤ

体
験
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど

�
日
―
来
月
６
日

オ
ア
シ
ス
�
で
開
催

                     

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
、
受

け
付
け
順
に
全
て
の
方

を
紹
介
し
、
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
吉
村
　
紬
生
く
ん

（
よ
し
む
ら
・
つ
む

ぎ
）
Ｈ
�
・
�
・
�

生
ま
れ
＝
野
萩
町
＝

　▽家族みんなの宝物。すくす

く大きくなーれ。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

ゆ
で
た
て
の
麺
の
提
供
を
心
掛
け

て
い
る
「
角
千
本
店
　
守
山
店
」

角
千
本
店
　
守
山
店
　

　
　
　
町
北
一
九
〇
二

　
地
元
ス
ー
パ
ー
の
売
り
場

で
は
、
よ
く
見
か
け
る
麺
類

メ
ー
カ
ー
「
角
千
本
店
」
の

直
営
店
。
う
ど
ん
や
き
し
め

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
丼
も
の
も

値
打
ち
に
食
べ
ら
れ
る
。

　
店
内
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
や

テ
ー
ブ
ル
の
ほ
か
、
座
敷
が

あ
っ
て
全
部
で
五
十
四
席
。

直
営
店
な
ら
で
は
…
家
庭
で

味
を
楽
し
め
る
麺
類
セ
ッ
ト

な
ど
多
彩
な
物
販
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
数
多
い
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で

も
「
み
そ
煮
込
み
う
ど
ん
」

（
七
百
八
十
円
）
と
「
か
つ

丼
」
（
七
百
四
十
円
）
が
人

気
。
午
前
十
一
時
―
午
後
三

時
の
間
は
、
日
替
わ
り
ラ
ン

チ
的
な
「
イ
ケ
麺
セ
ッ
ト
」

（
七
百
五
十
円
）
を
注
文
す

る
人
が
多
い
の
だ
と
か
。

　
ま
た
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

を
日
替
わ
り
で
実
施
し
て
お

り
、
麺
の
大
盛
り
無
料
や
ポ

イ
ン
ト
二
倍
と
い
っ
た
特
典

が
毎
日
受
け
ら
れ
る
。

　
「
お
客
さ
ま
に
支
え
ら
れ

て
、
開
店
か
ら
十
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

同
店
。
「
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
は
、
え
び
お
ろ
し
（
七
百

四
十
円
）
も
お
す
す
め
で

す
」
と
も
。

　
年
中
無
休
（
た

だ
し
、
夏
季
と
年

始
に
三
日
間
休

業
）
。
営
業
時
間

は
午
前
十
一
時
―

午
後
三
時
、
午
後

五
時
―
同
八
時
半

（
同
八
時
オ
ー
ダ

ー
ス
ト
ッ
プ
）
。

☎
０
５
２
（
７
９

４
）
５
７
７
７
。

開放感たっぷり―毎回人気のヨガ教室

根
尾
選
手
と
昇
竜
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ッ
プ
＆
昇
竜
キ
ッ
ズ
ユ
ニ
ホ
ー
ム

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

伊
吹
山
遠
に
見
え
た
り
蓮
の
花

め
ぐ
り
に
咲
け
る
母
の
ふ
る
さ

と
　

高
橋
　
正
幸

ふ
る
さ
と
の
言
葉
に
交
は
す
ク

ラ
ス
会
髪
薄
ら
げ
ど
面
の
た
ち

き
ぬ
　

松
原
　
弘
子

よ

ふ
る
さ
と
の
善
さ
語
る
友
最
後

に
は
い
つ
も
言
う
な
り
母
の
手

料
理
　

森
　
　
勝
子

ふ
る
さ
と
の
歌
高
ら
か
に
歌
ひ

終
へ
ホ
ー
ム
の
人
等
の
手
を
握

り
し
む
　

加
藤
　
静
子

蕎
麦
の
花
白
く
煙
ら
ふ
村
を
越

え
子
ら
の
訪
ひ
た
り
夫
の
奥
つ

城
　

岩
田
佐
智
子

招
福
の
魔
法
な
る
ら
し
禅
寺
の

門
の
「
立
春
大
吉
」
の
札
　

加
藤
　
繁
子

蕗
の
薹
芽
生
ゆ
る
こ
ろ
か
と
ふ

る
さ
と
の
春
を
恋
ひ
つ
つ
友
が

ら
思
ふ
　

山
口
　
広
子

象
を
見
ず
描
か
れ
し
か
と
思
ふ

ち

ま
で
涅
槃
に
侍
る
図
の
象
小
さ

し
　

菊
池
　
隆
子

街
角
の
椿
、
水
仙
日
を
浴
び
て

咲
け
ば
撮
影
の
刻
の
楽
し
も
　

深
水
　
十
馬

半
纏
の
綻
び
な
お
す
指
先
と
見

え
ぬ
針
穴
老
い
入
れ
を
知
る
　

中
村
不
早
子

白
兎
も
嫦
娥
も
あ
ら
ぬ
冬
月
は

陶
の
白
さ
に
雲
間
よ
り
照
る

　
　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

や
ま
あ
ひ

山
間
の
霧
の
棚
引
き
留
め
む
と

瞬
き
惜
し
み
硝
子
窓
拭
く
　

佐
々
木
幸
子

蜂
蜜
の
白
う
凝
れ
る
夜
半
恋
ひ

ぬ
雪
に
無
音
の
ご
と
き
ふ
る
さ

と
　

岡
　
美
沙
子

　
青
空
の
下
、
開
放
感
た
っ
ぷ

り
の
教
室
―
。
「
あ
お
ぞ
ら
の

し
た
の
ヨ
ガ
」
が
四
月
か
ら
六

月
ま
で
の
月
一
回
、
小
幡
緑
地

東
園
の
芝
生
広
場
＝
尾
張
旭
市

霞
ケ
丘
町
北
地
内
＝
で
開
催
。

一
般
を
対
象
に
広
く
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。

　
「
気
持
ち
の
い
い
場
所
で
ヨ

ガ
を
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た

利
用
者
の
声
に
応
え
、
同
緑
地

が
催
し
て
い
る
も
の
。
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
は
守
山
区
出
身
、

江
南
市
を
拠
点
に
ヨ
ガ
教
室
を

主
宰
す
る
中
山
聡
子
さ
ん
。

　
日
時
は
四
月
二
十
八
日
・
五

月
十
九
日
・
六
月
十
六
日
（
い

ず
れ
も
日
曜
）
の
午
前
十
時
―

同
十
一
時
。
「
障
が
い
の
あ
る

方
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
」
と
同
緑

地
。
天
候
不
順
の

場
合
は
中
止
と
な

っ
て
い
る
。

　
料
金
は
一
回
三

百
円
。
電
話
に
よ

る
事
前
申
し
込
み

要
。
各
日
二
十
人

ほ
ど
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切

り
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

を
持
参
（
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ト
、
ご

ざ
、
大
き
な
タ
オ

ル
な
ど
で
代
用
可
）
と
の
こ

と
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

小
幡
緑
地
管
理
事
務
所
＝
☎
０

５
２
（
７
９
１
）
９
４
９
２
＝

へ
。

　
名
古
屋
で
初
の
「
ゴ
ジ
ラ
・

ウ
ィ
ー
ク
ナ
ゴ
ヤ
」
（
中
日
新

聞
社
主
催
）
が
四
月
二
十
七
日

（
土
）
―
五
月
六
日
（
月
・
振

り
替
え
）
、
中
区
栄
の
オ
ア
シ

ス
�
で
開
か
れ
る
。

　
Ｍ
Ｒ
技
術
活
用
の
体
験
型
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ゴ
ジ
ラ
・
ナ

イ
ト
～
栄
ゴ
ジ
ラ
迎
撃
作
戦
」

で
は
、
等
身
大
ゴ
ジ
ラ
の
襲
撃

に
特
殊
任
務
部
隊
員
と
し
て
立

ち
向
か
う
ほ
か
、
プ
レ
ー
型
・

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
・
グ
ッ
ズ
販

売
な
ど
、
ゴ
ジ
ラ
生
誕
六
十
五

周
年
と
映
画
公
開
を
記
念
し
た

催
し
が
満
載
。

　
午
前
十
時
―
午
後
九
時
半
。

銀
河
の
広
場
の
前
売
り
入
場
券

大
人
五
百
円
（
当
日
七
百

円
）
、
小
中
生
三
百
円
（
同
五

百
円
）
で
、
体
験
型
な
ど
プ
レ

ー
券
は
別
料
金
。
ロ
ー
ソ
ン
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
で
発
売
中
。
プ

レ
ー
券
は
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
予
約

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「ゴ
ジ
ラ
・ウ
ィ
ー
ク
ナ
ゴ
ヤ
」

で
検
索
）。問
い
合
わ
せ
は
中
日

新
聞
社
社
会
事
業
部
＝
☎
０
５

２
（２
２
１
）０
９
５
５
＝
へ
。

　
「
世
界
が
広
が
る
ち
ょ
っ
と

い
い
お
話
会
」
の
第
五
回
が
二

十
三
日
（
火
）
、
守
山
区
社
会

福
祉
協
議
会
＝
小
幡
南
一
＝
研

修
室
で
開
催
。
参
加
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
同
協
議
会
ほ
か
が
主
催
。
障

が
い
者
や
そ
の
家
族
の
話
を
通

し
て
障
が
い
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
〝
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〟

を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

す
る
も
の
。
午
前
十
時
半
―
正

午
、
一
般
対
象
、
無
料
。
定
員

三
十
人
（
先
着
順
）
。

　
今
回
は
「
身
近
な
身
体
障
が

い
者
～
身
体
障
が
い
者
の
お
話

会
～
」
が
テ
ー
マ
。
身
体
障
が

い
者
が
近
く
に
い
る
と
き
に
自

分
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

ど
ん
な
こ
と
が
そ
の
人
の
た
め

に
な
る
の
か
？
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
形
式
・
当
事
者
が
話
し

手
に
な
っ
て
伝
え
る
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
＝
☎

０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１
１

＝
ま
た
は
＝
フ
ァ
ク
ス
０
５
２

（
７
５
８
）
２
０
１
５
＝
へ
。

　
プ
ロ
野
球
「
中
日
�
ヤ
ク
ル

ト
」
の
三
連
戦
が
五
月
三
―
五

日
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
＝
東
区
大

幸
南
一
＝
で
開
催
さ
れ
る
。
新

元
号
「
令
和
」
と
な
っ
て
、
同

ド
ー
ム
で
は
最
初
の
公
式
戦
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の

同
三
連
戦
は
、
家
族
向
け
イ
ベ

ン
ト
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ

２
０
１
９
」
と
し
て
内
容
も
多

彩
。
三
日
は
昇
竜
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
来
場
者
全
員
に
、
ま
た
四
・

五
日
は
小
学
生
以
下
に
子
ど
も

用
の
昇
竜
キ
ャ
ッ
プ
や
昇
竜
ユ

ニ
ホ
ー
ム
が
両
日
先
着
順
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
と
人
気
ア
ニ
メ
『
機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
』
が
コ
ラ
ボ
し
た
プ

ラ
モ
デ
ル
「ガ
ン
ダ
ム
」付
き
入

場
券
の
発
売
や
、
同
じ
く
プ
ラ

モ
デ
ル
「グ
フ
」の
販
売
な
ど
も

行
わ
れ
る
。

　
入
場
券
は

中
日
新
聞
販

売
店
で
発
売

中
。
問
い
合

わ
せ
は
お
届

け
の
同
販
売

店
へ
。

　
◇
み
ん
な
で
う
た
い
ま
し
ょ

う　
�
日
（
火
）
前
�
―
�
・

�
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
２
（
７
５
８
）
２
０
１

１
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ

せ
、
童
謡
や
唱
歌
な
ど
を
楽
し

く
歌
う
催
し
。一
般
対
象
。無
料

　
◇
リ
ズ
ム
体
操

　
�
日
（
火
）
①
後
１
―
２
・

�
②
後
２
・
�
―
４
・
�
、
守

山
福
祉
会
館
☎
０
５
２
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
①
②
は
同
じ

内
容
。
六
十
歳
以
上
の
人
対

象
。
当
日
自
由
参
加
、
日
本
手

拭
い
持
参
。
初
め
て
同
会
館
を

利
用
す
る
場
合
は
手
続
き
（
利

用
証
の
交
付
）
要
。
無
料

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
花
や
虫
、
鳥
な
ど

を
観
察
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
。
一
般
対
象
。
当
日
受
け

付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料
（
た

だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と
し
て

大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
志

段
味
地
区
会
館

　
�
日
（水
）前
�
・
�
―
�
・

�
、
志
段
味
地
区
会
館
。
※
問

い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎
０

５
２
（７
９
６
）１
５
０
１
へ
。

わ
ら
べ
う
た
や
手
遊
び
な
ど
を

親
子
で
楽
し
む
ほ
か
、育
児
・健

康
相
談
や
身
体
測
定
も
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
「一
枚
の
絵
の
会
」絵
画
展

　
�
日
（
木
）
―
�
日
（
日
）

前
９
―
後
５
（
初
日
は
後
１
か

ら
、
最
終
日
は
後
３
ま
で
）
、

尾
張
旭
市
文
化
会
館
＝
同
市
東

大
道
町
山
の
内
二
四
一
〇
ノ
一

一
※
問
い
合
わ
せ
は
「
一
枚
の

絵
の
会
」
事
務
局
の
高
田
さ
ん

☎
０
５
６
１
（
�
）
０
３
６
３

へ
。
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
同

会
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
約
五
十

点
を
展
示
。
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（金
）前
�
―
正
午
、
守

山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

２
（７
９
１
）７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」の
皆
さ
ん
が
、壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
修
理
。
一
般
対
象
。
無

料
（
修
理
不
可
や
部
品
代
百
円

程
度
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
）

　
◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
☆

　
�
日
・
�
日
（
金
）
中
学
生

＝
後
５
―
７
、
高
校
生
＝
後
５

―
８
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
友
達

と
の
お
し
ゃ
べ
り
、
卓
球
や
学

校
の
宿
題
な
ど
好
き
な
こ
と
を

し
て
過
ご
せ
る
〝
居
場
所
〟
。

中
高
生
対
象
。
無
料

　
◇
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
　

工
作
会

　
�
日
（土
）前
�
・
�
―
�
・

�
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
四
月

二
十
三
日
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
を
記
念
し
た
催
し
で
、
テ

ー
マ
は
「
ラ
ミ
ネ
ー
ト
で
作
ろ

う
�
お
気
に
入
り
の
し
お
り
」。

幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　
◇
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
　

春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　
�
日
（日
）前
�
・
�
―
�
、

志
段
味
図
書
館
☎
０
５
２
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
春
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
。幼
児
・
小
学
生
対
象
。無
料

　
◇
も
り
や
ま
す
こ
や
か
音
読

教
室

　
５
月
�
日
（
木
）
後
１
・
�

―
３
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
守
山

区
音
読
リ
ー
ダ
ー
「
Ｕ
ｎ
　
ａ

ｍ
ｉ
ｇ
ｏ
　
Ｋ
Ｏ
・
Ｔ
Ｏ
・
Ｂ

Ａ
」
メ
ン
バ
ー
ら
が
講
師
に
な

り
、
物
語
や
詩
を
声
に
出
し
て

読
む
こ
と
な
ど
を
。
六
十
歳
以

上
の
人
対
象
、
先
着
二
十
人
。

※
申
し
込
み
は
４
月
�
日
（金
）

前
�
・
�
―
、
同
館
窓
口
ま
た

は
電
話
で
受
け
付
け
。
無
料

〔２〕２０１９年（平成３１年）４月１３日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


